
株式会社備品レンタルセンター（レンタル業）

本社社屋空撮

〇本社所在地：岩手県紫波郡矢巾町広宮

沢10地割504-1

〇事業概要：オフィス用品、仮設、

イベント用品のレンタル

〇常時使用する従業員：105名

（グループ全体・2025年９月時点）

〇現在の売上高：37億円

（グループ全体・2025年3月期）

〇法人番号：7400001002056

〇Web：https://www.bihin-rc.co.jp

代表取締役
浦田 真一

「みんなのために」

売上高100億円実現を通じて、備品レンタルセンターグループに関わりを持つお客様、仕入先、社員の
物心両面の幸福実現を図れるよう、経営に注力していきます。
あわせて、お客様の職場環境の改善を後押しすることで、お客様に貢献できるよう努力していきます。

売上高100億円実現の目標と課題

売上拡大しているユニットハウスの販売を強化、既存エリア
のみならず、需要が多いと予想される関東・首都圏への積極
的な営業活動により、2035年3月期に売上高100億円を目指
す
販売強化に向け、製造体制の整備も併せて行っていく

製造：設計業務の一部内製化
→業務拡大に伴い外注で不足する部分を自社にて内製化
→設計可能な社員の雇用、自社にて設計・建築確認・確認申
請まで可能な受注体制の確立
→人材確保に向けた就業規則の整備、福利厚生の充実
販売促進：地元外の販売代理店の開拓、営業所の新規開設
組織：グループ間の情報共有、グループ全体で連動した経営
活動ができる組織体制の確立

売上高100億円実現に向けた具体的措置

製造：従来の採用方法に加え、新たな採用チャネルの追加
販売・マーケティング：営業担当者による代理店の新規開拓
経営陣主導によるM&A（新規営業所の開設）
組織：グループの営業企画を行う部署の開設
→中核企業である備品レンタルセンター主導
→各グループ会社に責任者を貼り付け（グループ会社社員ま
たは外部から幹部人材を登用）

製造：設計業務を外注しているため、製造数に限界がある、
増産が図れていない
販売：営業所・販売員に限りがあるため機会ロスが発生
マーケティング：地元の販売先は減少傾向、地元外では競合
が多く、知名度・信用度が低い
組織：グループ間の連携が弱くシナジーが発揮できていない

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです



グループ体制と売上目標

・ユニットハウスの販売、レンタル事業を先端で行って
いるタカショウ及びみちのくハウスの売上を伸ばし、
2035年に売上高100億円を目指す
・売上を伸ばしていくため、ユニットハウスの製造にお
いて、外注している設計業務を一部内製化
・設計業務の内製化をはじめ生産体制を整備していくこ
とで生産数増加を図り、販売数量の増加を目指す
・他社においても、ユニットハウス販売・レンタル事業
の拡大に付随し、売上を伸ばしていく

〇法人番号：7400001002056（備品レンタルセンター）、1400002004222（リース工業）、6030002041257（タカショウ）、1402701000071（神田産業）、
6400001010035（みちのくハウス）、5400002000093（湯沢興業）、9400001014090（イベント・ラボ）

株式会社備品レンタルセンター（レンタル業）

株式会社備品レンタルセンター
各種用品レンタル業

有限会社リース工業
建機販売・レンタル業

有限会社タカショウ
ユニットハウス製造販売・

レンタル業

株式会社みちのくハウス
ユニットハウス製造販売業

有限会社湯沢興業
自動車整備・販売業

神田産業株式会社
建機販売・レンタル業

株式会社イベント・ラボ
イベント業

100億
達成


